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• 略歴

– 1964年･熊本県天草生まれ，東京学芸大学教育学部卒業

– 東京都公立小学校･教諭，富山大学教育学部，静岡大学情報学部，

– メディア教育開発センター，東京大学大学院情報学環（併任），

– 文部科学省･参与（併任），玉川大学教職大学院等を経て，

– 現在，東北大学大学院情報科学研究科･教授，博士（工学）

– 東京学芸大学大学院･教授，静岡大学･客員教授，信州大学･客員教授，

– 日本教育工学会･会長，国立教育政策研究所･フェローなど

• 専門分野

– 教育工学，特にICT活用授業/情報教育･メディア教育

• 委員等

– ｢教育再生実行会議初中教育WG /デジタル化TF｣有識者

– ｢中教審/初等中等教育分科会/教育課程部会｣委員

– ｢デジタル教科書の今後の在り方等に関する検討会議｣座長

– ｢教育データの利活用に関する有識者会議｣座長 等

(2)Tatsuya HORITA @                          All Rights Reserved.

堀田 龍也（ほりた･たつや）



1. 私たちのプロジェクトの概要

a. 内田洋行×東北大学

b. BookRoll/LEAFを小･中学校で利用

2. 実践報告

a. 小 いろんな先生が使ってみた

b. 中「道徳」での反転学習

c. 中「技術･家庭科」での技能学習

3. まとめと課題

a. 私たちのプロジェクトから見えてきたこと

b. 初等中等教育における今後のLA
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1. 私たちのプロジェクトの概要
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http://www.tohoku.ac.jp/japanese/studentinfo/education/08/education0801/

全学的な環境整備：教育・学習データ利活用宣言



※ 大学 ICT推進協議会提供のひな形を参考にして策定  ＞ 学務審議会で議論  ＞ 全学で決定

教育・学習データ利活用（EDU : 
Educational Data Utilization）宣言

東北大学は、日本を代表する高等教育機関として、日々の
教育や学習に関するデータを安全な方法で取得・保持・分
析し、客観的データに基づく教育改善や学生等の学習支援
を図るとともに、データ利活用から得られた叡智を公開し、
国民と人類の福利に貢献します．

東北大学教育・学習データ取扱８原則

東北大学教育・学習データ利活用ポリシー

東北大学は、以下の原則に従い、個人情報保護法などの関
係法令を遵守しプライバシーを尊重するとともに、教育・学
習データを個人情報として取り扱い、その権利者の意向を
最大限配慮して運用します。
　１ 利用目的を明示し、目的外には使用しません．
　２ 利活用の方法を明示します．
　３ いつでも同意を取り下げることができます．
　４ 個人情報保護法などの関連する法令を遵守します．
　５ いつでも自分のデータを確認できるようにします．
　６ データの分析結果の公表については個人が決して
　　特定されないようにします．
　７ データに適切な安全管理措置を施します．
　８ 研究成果やデータの共有によって、人類の福利に
　　貢献します．

全学的な環境整備：教育・学習データ利活用宣言



• R3年度 新入生オリエンテーションで説明（問合せ等はなし）
• R4年度から学生募集要項に記載
• 年次進行で全学生をカバー
• 個人を特定せず活用（データベース構築や分析では個別認識あり）
• 成果還元して構築されるパーソナライズド教育等が導入される際は、
　オプトイン・オプトアウトの仕組みを備える。

【特定の目的をもって対象者から取得するデータ例】→  同意を得てデータ取得

• 学習時の血圧、脈拍、脳波などの生理状態の計測データ

• 授業等の学修時間外における行動データ（位置情報、睡眠時間）

全学的な環境整備：教育・学習データ利活用宣言



東北大学 大学院情報科学研究科

ラーニングアナリティクス研究センター

LARC：Learning Analytics Research Center

情報科学研究科にLARC設置



セミナーで学内啓発



EDEキックオフシンポで講演
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EDEキックオフシンポで講演



2. 実践報告



株式会社内田洋行
内田洋行教育総合研究所

東北大学大学院情報科学研究科
ラーニングアナリティクス研究セン

ター（LARC）

技能指導LAチーム

授業設計改善LAチーム

サブリーダー：
安藤明伸（宮城教育大学・教授）

道徳指導LAチーム

サブリーダー：
山本朋弘（中村学園大学・教授）東北大学大学院情報科学研究科

Google学習先端技術寄附講座
（GALT）

京都大学･緒方広明研究室

エビデンス駆動型教育
研究協議会

初等中等教育における
ラーニングアナリティクスに関する

実践的研究プロジェクト

実践校

連
携・
協
力

連携・協
力

研究体制(全体像)

サブリーダー：
佐藤靖泰（東北大学大学院情報科学研究科・
客員研究員）

①

②

③



1. 小学校でのBookRoll/LEAF活用事例（佐藤）

2. 中学校･道徳での反転授業事例（山本/代:堀田）

3. 中学校･技術科での技能指導事例（安藤）
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3. まとめと課題
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東北大学大学院情報科学研究科
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サブリーダー：
安藤明伸（宮城教育大学・教授）

道徳指導LAチーム

サブリーダー：
山本朋弘（中村学園大学・教授）東北大学大学院情報科学研究科
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初等中等教育における
ラーニングアナリティクスに関する
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①
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1. 小学校でも中学校でもBookRoll/LEAF活用は

可能 ※最初はたいへんだったけど…

ただし，個人情報への現場の警戒心は大きい

2. 教師が授業前/授業中に状況が把握できる

3. 状況把握を前提とした授業設計の改善

4. 他者を意識した学習改善の可能性

(17)Tatsuya HORITA @                          All Rights 
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私たちの実践から見えてきたこと

今年度は「やってみた」
来年度は，研究デザインを意識して実践→論文化



4. 今後の動向



まずは利用状況の把握から

教育データの利活用に関する有識者会議
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教育データ利活用のイメージ

日本学術会議「教育のデジタル化を踏まえた学習データの利活用に関する提言」をもとに日経 BP社が作成
https://project.nikkeibp.co.jp/pc/atcl/19/06/21/00003/051700226/
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教育データ利活用のイメージ
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